



Learner Autonomy for TOEIC Practice 







































り組んだ研究も蓄積されている（近年の例では阿部他 , 2018: 西田他 , 2018: 三田他 , 2016 など）。







もある（ドルニェイ , 2005, 130）。特に、外国語学習において、動機づけは「個人差要因の中で
も、最も大きな影響を持つ」と言われており（尾関 , 2010, 95）、自律的な学習を調査する上での
重要な観点である。
　動機づけ（motivation）の定義も多様であるが、プロセスを強調する見方が定着しつつある


























　分析データは、筆者のゼミ生、大学 4 年生の 7 人による TOEIC 学習の体験記である。全員が




作課題として 4 年生前期末に完成させたワード形式 10 ページで、提出まで事前に（3 年生前期
から）以下のような指導をゼミの時間に行った。
表 2  体験記 7 人（A-G）の TOEIC データ
A 780 点。在学中に 230 点アップ
B 600 点台。1ヶ月で 100 点アップ
C 600 点台。在学中に 150 点アップ
D 900 点。在学中に 260 点アップ
E 600 点台。在学中に 345 点アップ
F 825 点。在学中に 430 点アップ
G 800 点台。在学中に 385 点アップ
3 年生前期：
　勉強時間を記録することを促し、計画を立てるよう指導した。各自の TOEIC 勉強法を口頭発




　TOEIC 勉強法を 1 人 30 分程度発表し、質疑応答や議論をした。このプロセスにより、TOEIC
の強法を他者に説明できるよう、客観的に学習を振り返る機会とするよう促した。
4 年生前期：








ソフトウェア「KH Coder」（樋口 , 2014）を活用する。計量テキスト分析は、質的データを数値化
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して分析する計量的分析手法を用い、テキスト型データを整理または分析し、内容分析を行う手
法である（樋口 , 15）。様々な学術分野で使われており、KH Coder 作者のホームページでリスト

























点」、「大学」の計 10 語）は分析対象から外した。その結果、集約したものが表 3 の 15 のコード
である。このように作成したコードの出現率を集計した結果、これら 15 のコードのいずれかが




たのかを確認するため、ドルニェイの 5 つの自己動機づけストラテジー定義に合わせて、表 3 の





TOEIC® スコアアップのための自律的な学習 - 体験記の計量テキスト分析から
確認し、ドルニェイの定義したカテゴリーにより近い配置をするよう意図した。また、第一段階
の 15 のコードにはあっても第二段階の自己動機づけストラテジーには該当しないと判断し、分
析から外したコードも 3 つある。以上のように集約したカテゴリーを新しい 5 つのコードとして
分析し、コードの出現率を集計した（表 4）。ここから、ドルニェイの 5 つの自己動機づけスト
ラテジー全てが言及されていたことがわかる。






基本 or 基礎 or レベル or ハイレベル or レベルアップ or 難易度 or 解説 or 熟
読 or 教材 or 問題集 or 参考書 or アルク or 出版 or テキスト or リスニング or 
話題 or 文法 or 英文法 or 品詞 or 主語 or 関係代名詞 or 動詞 or リスト or イ
ディオム or 語彙 or キクタン or リーティング or ジャンル or 長文 or 英文 or 
一文 or 文章 or 精読 or 構造 or シグナルワード or 商品 or コツ or ポイント or 






視覚 or メモ or ノート or 形式 or 記憶 or 暗記 or 定着 or 音声 or ダウンロー
ド or 発音 or 音読 or シャドーイング or スクリプト or 速度 or スピード or 倍
速 or 繰り返し or 作業
スマホ 5.08% アプリ or アプリケーション or スマホ or スマートフォン or 通知
成功期待 15.82%
褒美 or 成功 or 達成 or 獲得 or やる気 or モチベーション or モチベーション
アップ or 本気 or 熱中 or 目的 or 目標 or 自信 or 自慢 or 挑戦 or 努力 or 苦労 
or 壁を突破 or ハードル or 活躍 or 到達
就活 5.22% 企業 or 採用 or 就職 or 面接 or 会社 or 学歴 or 社会 or 人生 or エントリーシー
ト or 資格 or 大手 or 就職活動 or 志望 or 選考 or 内々定
海外 3.77% 海外 or 世界 or 旅行 or 一人旅
集中 6.24% 集中 or 我慢 or 我慢強い or 遊び or 根気 or 飽きる
時間管理 23.37%
スケジュール or 予定 or 期間 or 期限 or 確保 or 隙間 or 削る or 分散 or 維持 
or 継続 or 毎日 or 毎月 or 毎週 or 毎朝 or 平日 or 休日 or 習慣 or 起床 or 朝 or 
夕食 or 夜 or 就寝 or 部活 or バイト or アルバイト or ゴールデンタイム or 帰





現実 or 客観 or 効率 or 効果  or 有効 or 成果 or 無駄 or 振り返る or 日記 or 記
録 or 視覚化 or 試行錯誤 or 変化 or 克服 or 弱点 or 重点的 or 自己流 or 手書
き or 脳科学
楽しさ 11.03% 楽しみ or 楽しい or 楽しむ or 嬉しい or 楽 or 好き or 好き嫌い or 大好き or 
満足 or 興味 or 面白い or 得意 or ポジティブ
気分転換 20.61%
休憩 or 息抜き or フリータイム or リフレッシュ or ゲーム or 動画 or 漫画 or 
音楽 or ピアノ or クラシック or 洋楽 or 歌手 or 歌詞 or ラジオ or 趣味 or 映
画 or 洋画 or ドラマ or 字幕 or スポーツ or ジム or ラグビー or リーグ or サッ
カー or グランパス or ランニング or 野球 or 観戦 or 試合 or ニュース or 新聞 
or 番組 or チャンネル or 視聴 or 作品 or ディズニー or 自由時間
ストレス 9.00% ストレス or 失敗 or 挫折 or 悩む or 伸び悩む or 悔しい or 無理 or 苦手 or 苦
手意識 or 嫌 or 厳しい or 後悔 or 苦しむ
共有 5.95% 友達 or 友人 or 周り or 誰か or ゼミ or 家族 or 先生
環境 2.61% 環境
場所 7.11% 場所（会話を含まない） or 学生食堂 or 部屋 or カフェ or 図書館 or 車内 or 駅 or 最寄駅 or 電車 or 通学 or バス or 移動 or リビング or 到着
＃コード無し 25.69%
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表 4  自己動機づけストラテジー 5 つのコードの出現率







　上記表 4 で提示した 5 つのコードのいずれかが登場した文は、体験記全体の 62.4% を占める
ことがわかった。執筆者たちが理論を意識することなく、思い思いに自由に記述した体験記で
も、内容の中核は自己動機づけストラテジー理論と一致するものであったと言える。










を以下に示した（図 2）。円の大きさは出現数を表している。図 2 から、最も中心のトピックと
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の強弱については、Jaccard 係数を 0.230 以上と調整した。また、出現数の多い語ほど大きな円で
表示されている。なお、図 3 は出現回数に限らず全ての抽出語を対象としたが、前述した本論で
は分析しないと指定した 10 語は除いている。以上のような図 3 の共起ネットワークはつまり、
時間管理をテーマにした記述で現れた主なトピックを示したものとなる。
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図 3 「時間管理」の共起ネットワーク 
　以上を踏まえ、時間管理について 8 つの要素を示したのが、下記の表 5 である。「時間の目標を
立てる」「期間ごとの目標を立てる」など、学習者の時間管理の工夫である。表 5 には、それぞれ
の項目について、体験記の実際の記述例を示した。





















TOEIC® スコアアップのための自律的な学習 - 体験記の計量テキスト分析から
5 考察と結論
　体験記を計量テキスト分析した結果を要約すると、自己動機づけストラテジー理論に関連する
































ETS の検討を受けまたその承認を得たものではない。本論で言う TOEIC は TOEIC Listening & 
Reading Test である。
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